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地域医療連携推進法人北河内メディカルネットワーク（KMN） 

地域医療連携推進評議会 議事概要 

 

1. 開催日時  ： 2022年 6月 14日（火）14時 00分～15時 30分 

2. 開催場所  ： 関西医科大学枚方学舎医学部棟 13階「法人大会議室」 

3. 構成員総数 ： 5名 

4. 出席構成員 ： 藤本良知、吉野敬昌、大浅田寛、林訓之、 

          谷本雅洋（意見書提出による出席） 

  その他出席者： 山下敏夫（代表理事） 

 

5. 議  案： 

 （報告事項） 

 第 1号議案 2021年度の主な事業活動について 

 第 2号議案 2021年度事業報告について 

 第 3号議案 2021年度決算について 

 第 4号議案 2022年度事業計画・予算について 

 （諮問事項） 

 第 5号議案 病床融通の実施について 

 

6. 議事の経過及びその結果： 

 開会に先立ち代表理事から挨拶があった。また、事務局が出席者の確認を行い、本日の評

議会は構成員 5名全員が出席（内、1名が意見書提出による出席）し、定款第 45条に基づき

有効に成立することが確認された。 

 定款第 47条に基づき、出席した構成員の互選により藤本良知 枚方市医師会名誉会長が議

長に選出された。議長は各構成員に自己紹介と挨拶を依頼した後、評議会の開会を宣した。 

 議事の経過の要領及びその結果は次の通り。 

 

（報告事項） 

第 1号議案 2021年度の主な事業活動について 

 議長の求めに応じて、事務局から 2021年度に実施した主な事業活動について資料に基づき

報告があった。構成員からの主な評価、意見及び代表理事からの回答等は以下の通り。 

 ・「関医・看護師リカレントスクール」との連携について、看護師不足に対する効果的な取

組みであり、本スクールの取組みが拡大し、地域医療機関への看護師の復職が進むこと

が期待されると意見があった。代表理事から関西医科大学では本年も第 6 期のスクール

が開講される予定であり、KMNとしても連携を深めたいと説明があった。 

 ・コロナ禍においても事業の幅が広がっており、着実に実績を積み上げていると評価があ

った。併せて各事業の成果について質疑があり、代表理事から一定の成果が出ているも

のの、現在の法人規模では事業が限定的になってしまうため、来年以降を目途に社員の

追加募集を検討し、スケールメリットを活かした事業展開も模索したいと回答があった。 

 ・リカレントスクールに関して、受講生募集等のパンフレットの配布に協力したいと意見

があった。 



 2 / 2 
 

 ・潜在看護師の復職支援は重要な取組みであり、地域としても協力していきたいと意見が

あった。併せて地域の人材や資源を活用しつつ、住民に安心な医療を提供するための事

業を今後も展開してほしいと付言があった。 

 

第 2号議案 2021年度事業報告について 

 議長の求めに応じて、事務局から 2021 年度事業報告について資料に基づき説明があった。 

 続いて、議長から本議案に関する評価、意見の確認があり、構成員から適切に業務が遂行

されていると評価された。 

 

第 3号議案 2021年度決算について 

 議長の求めに応じて、事務局から 2021年度決算について資料に基づき説明があった。 

 続いて、議長から本議案に関する評価、意見の確認があり、構成員から適切に業務が遂行

されていると評価された。 

 

第 4号議案 2022年度事業計画・予算について 

 議長の求めに応じて、事務局から 2022年度事業計画・予算について資料に基づき説明があ

った。構成員からの主な評価、意見及び代表理事からの回答等は以下の通り。 

 ・共同価格交渉について、KMN社員間での規模の違いもあり、実施にはいくつかの課題が考

えられると意見があった。代表理事から社員規模の違いに加え、各社員が提供する医療

機能も異なり、さらに現状の社員数ではスケールメリットが出しにくいなどの課題があ

るものの、可能な範囲で検討を進めたいと補足説明があった。 

 ・物品に関する共同交渉は値下げだけでなく、安定的な調達ルートの確保にもつながる可

能性があると意見があった。 

 ・検査予約システムを端緒として、圏域内の医療機関の役割分担や検査予約等の円滑化が

進むことが期待されると意見があった。 

 

（諮問事項） 

第 5号議案 病床融通の実施について 

 議長の求めに応じて、代表理事と事務局から病床融通の実施について資料に基づき説明が

あり、医療法及び医療法施行規則に基づき地域医療連携推進評議会への諮問を行いたい旨依

頼があった。 

 構成員から今回の病床融通の実施構想は地域医療の充実につながるものと考えられるとの

意見や、非常に素晴らしい計画である旨の意見があった。 

 意見聴取の結果、病床融通の実施について異論なく了承された。 

 

 以上、議長は地域医療連携推進法人北河内メディカルネットワークの地域医療連携推進評

議会に関する全ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。また、閉会に際して代表理事

から挨拶があった。 

以 上 


